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して掲げ、2007年 5月には大麦輸出の選択制導入を閣議決定した。ただし 2007年 7月には、連
邦裁判所が本閣議決定を無効と判決したため、大麦輸出への選択制導入は頓挫することとなった。 
しかし、2011年 5月に実施された下院選挙で、保守党が単独過半数を獲得とすると、ハーパー
政権は再び CWB改革を強力に推し進めていった。ハーパー政権は 2011年 10月に小麦・大麦の
流通自由化を明記したMarketing Freedom for Grain Farmers Actを下院議会に提案し、同本案








府はCWBのシングルデスク廃止にあたって、Western Grains Research Foundation（WGRF）、


























あるいは自前のインフラ設備を建設することが不可欠となった。そこでCWBは 2012年 3月 1日
に穀物メジャーであるカーギル（Cargill）と穀物取扱に関する戦略的協定（strategic agreement）
を締結した。この業務提携によって、CWBは農家からの穀物買付にあたって、カーギルが保有す
る 30余りの設備（facility）を利用することが可能となった 3。 
このカーギルとの契約を皮切りに、CWBはカナダ国内の大手穀物商社との穀物物流に関する提




む 6 つの穀物企業（Viterra, Mission Terminal, West Central Road and Rail, Delmar 
Commodities, Linear Grainと、Agro Source）との穀物取扱契約の締結をCWBが発表した。こ
の契約締結によって、6月 21日以前に契約を締結していた 2つの企業（Cargill and South West 
Terminal）を含め、8社の保有する 120以上のカントリーエレベーターでCWBの購入する穀物が
取り扱われることとなった 5。さらに 2012年 8月 1日には、カナダの大手穀物企業であるリチャ
ードソン（Richardson）との穀物取扱契約の締結も発表された。本契約では、リチャードソンが
カナダ西部のプレーリーに保有する 40カ所の流通設備で、CWB穀物の取扱が認可された 6。 
 
（3）CWBによる買付方式の多様化 7 
 2012年 8月の CWB法の改正を受け、CWBは穀物買付方式の多様化を一層、推し進めてきた。
まず穀物の買付面では、穀物年度を通じた従来の Annual Pool 制に加え、Early Delivery Pool
制とWinter Pool制が導入された。Early Delivery Pool度では契約期限が通常のプール制よりも
1ヵ月程度早く（2013/14年度は通常のプールの期限が 2013年 10月 31日であるのに対し、Early 















は、Producer Payment Options (Fixed Price Contract, Basis Price Contract, Daily Price Contractを含む)を
利用して出荷された穀物量が対前年度比で 390％増加するなど、プール契約以外の取引量が大幅に増加した。
また、PPOを通じた農家への支払額の割合（プール契約の支払額に対する割合）も、2005/06年度の 3.9％から
2006/07年度には 16.4％に上昇している。この点については、CWBの Annual  Reportに依拠した。 
 http://www.ide.go.jp 
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3 
Delivery Poolは 2013年 10月 4日）、かつデリバリーの期限も半年ほど早く設定され（通常のプ
ールが 2014年 7月 31日であるのに対して、2014年 1月 31日のデリバリー期限が設定）、プー
ル契約の精算期間がより短く設定されている。同様に、Winter Poolでは契約期限が 2014年 2月
14 日と遅く、デリバリー期限も 2014 年 7月 31日に設定されていて、年度下半期でプールする
形となっている。 
また、プール契約のなかに先物取引を含める契約も導入されている（Future Choice Annual 






















Market Department の廃止を決定した。また、CWB が取り扱う穀物の取引量が減少した結果、
穀物取扱業務に必要な人員自体も削減されてきた。そのため、CWBを退職した職員が、他の穀物
商社に再就職するケースも多いという。 
その他、CWBはカナダ政府機関であるAAFC（Agriculture and Agri-Food Canada）が実施す
るAdvance Payment Program（農業生産者のキャッシュフローを改善するために資金を前渡しす
る制度）業務を担当してきた。しかし、2013年 3月からAdvance Payment Program業務がAAFC
に移管されたため、CWB内の担当部門自体が撤廃された 8。 
 その一方で CWBは穀物農家との契約関係を維持するため、CWB向けに穀物販売を行う農家に
対して CWB の株主となる権利を付与する制度を導入した。すなわち、2013/14 年度、あるいは
                                                   
8 詳細については、https://www.cwb.ca/advance-payments-programを参照されたい。 
 http://www.ide.go.jp 




年 8月 1日から 2015年 7月 31日までに CWBとキャッシュ契約を行った農家に対して、2017




































































そして世界的な小麦の増産を受け、小麦の国際価格は 2012 年 11 月をピークに下落傾向に転じ、
2014 年前半の小麦価格は 2012/2013 年度の干ばつ発生以前の水準に低迷している。そのため
2013/14 年度のカナダ産小麦の輸出量（予測）は 2200 万トンと対前年度比 16.0％の増加にとど
まり、小麦の在庫率も 26％に上昇している（前年度の在庫率は 19％）12。 
 
 








12 カナダ産小麦の輸出量については USDAのデータを利用した。なお本データの数値は、カナダの Canadian 
Grain Commissionが公表する輸出量の数値と乖離が存在する。 
 http://www.ide.go.jp 
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6 
図 1 カナダにおける小麦の生産・輸出・在庫状況 
 





















































CWBは 2013年 11月 26日、CWBは穀物取扱協定を締結しているMission Terminalを含めた
穀物流通企業 3社を買収することを発表した（買収手続きは 2013年 12月 31日に終了）。買収対
象となるのは、Mission Terminal, Les Elevateuors des Trois-Riveres（ETR）、Service Martitimes 
Lavic Letie（SML）である。Mission Terminalはカナダ西部とThunder Bayにおいて穀物（小麦、
大麦、キャノーラ、ライ麦、麻、豆類、オート麦）買付を行う企業で、Mission Terminal Thunder 
Bayはミッション川の河口に位置する穀物ターミナルで、13 万 6500 トンの貯蔵能力を有し、年
間 150 万トンの穀物を取り扱う。ETRとSMLはともにケベック州のToris-Riveiresに位置する穀
物企業・荷役会社で、前者は穀物では 11万トン、アルミナでは 7.8万トン、コークスでは 2万ト
ンの貯蔵能力を保有する 16。CWBによるこの 3社の買収の背景には、カナダ東部地域の穀物流通
を強化することで、欧州・アフリカ市場向けの穀物輸出を展開していくことが予想される 17。 
 またCWBは、カナダ東部における自社の穀物流通を強化するため、マニトバ州のPortage la 
Prairie市のBloomにおいて、カントリーエレベーターを建設することを 2014年 3月 24日に発表
した。本プロジェクトはCWBによる最初のエレベーター建設であり、建設予定のエレベーターの
貯蔵能力は 3万 4000トンで、130輌の貨車に穀物をバラ積み可能なループトラック（loop truck）
を備え、1時間あたり 6万ブッシェル（約 1633トン）の積載が可能となるという 18。本エレベー
ターは 2015年の秋から稼働する予定で建設が進められ、エレベーターの建設費用は 2000～3000
万ドルに上ると推計される。このエレベーターは、カナダ東部の穀物流通の中心地であるThunder 
                                                   






て、かつて CWBの chief executive officerで、CWBによるシングルデスク廃止の過程で解雇された Adrian 










の相乗効果を狙ったものと考えられる。なお、2014 年 4 月 10 日には、サスカチュワン州の
Colonsayにおいて 4 万 2000 トンクラスのカントリーエレベーターを建設する計画も発表され
た 20。 
 さらに 2014 年 4 月 17 日にCWBはカナダ西部における穀物流通のネットワークを強化するた
め、Prairie West Terminal (PWT)の全株式取得に関する契約を締結したことを発表した（買収は
2014年 6月 9日に完了）。PWTの買収額は 4300万カナダドルに上り、PWTが保有する 7.8万ト
ンの穀物設備をCWBが保有することとなった（PWTの株式 85.8％分を 1 株あたり 2100 ドルで
買取）21。なお、本契約に先立つ 2014年 1月 16日、CWBはPWTの株式 10.02％を取得すること
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9 
図 2 カナダのカントリーエレベーター総数と平均貯蔵能力 
 
（出所）Annual Report of the Monitoring Canadian Grain Handling and Transportation (2011-2012 Crop 
Year), published by Quorum Corporation in 2012 (http://www.quorumcorp.net/reports.html)より報告
者作成。 
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743, pp. 46-50。 
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